
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

日 時：2020年 11月 17日（火）13:30～15:30  受付 13:15～ 

場 所：本部会議室 + Zoom （コロナなどの状況によっては、Zoomのみになります） 

講 師：中道 貞子氏（奈良支部会員 奈良女子大学国際交流センター客員センター員） 

募集人数：会議室先着 10名+Zoom    コロナの状況次第で講師はオンライン参加になります 

参 加 費：1,000円（含 Zoom参加）当日会議室支払い、または、下記口座にお振込みください 

振込先 ゆうちょ銀行 記号番号 10150-11757481（他銀行から 普通 〇一八店 1175748） 

一般社団法人 大学女性協会 

申 込：Fax：03-3358-2889（本部事務所）／E-mail：j-cafe@jauw.org（Ｊカフェ専用） 

Zoom参加希望は、上記メールアドレスへ 

締 切：11月 10日（火）ごろまで 

 

 

 

★ 生涯学習委員会では、JAUW の人材を活かす活動を企画中。他薦・自薦大歓迎！ 

・「災害の記憶をつなぐ」シリーズ（予告）：ジェンダーの視点から、災害に関する経験や提言を収集 

・Ｊカフェ：「あの人にあの話を聞きたい」（経験談、趣味の紹介、専門知識など） 

★ 生涯学習委員会 J カフェ専用メールアドレス： j-cafe@jauw.org 

【中道貞子さんから：お話のポイント】 

アフガニスタンについて伝わってくるニュースは、テロや紛争の暗いものがほとんど。でも、

子どもたちは学校が大好き！人々の願いは、ただ家族が笑いあって平和な生活を送ること。

そんな普通の人々の生活について、バーミヤンの美しい風景写真とともに紹介します。 

【プロフィール】 

1969年に奈良女子大学理学部生物学科を卒業。1971年から 2006年まで、奈良女子大学

附属中等教育学校に勤務。退職後も、「生きものはすごい！生物はおもしろい！！」を伝え

ることをライフワークとして、生物教育に関わっている。 

2002年からは、5女子大学コンソーシアムによるアフガニスタン女子教育支援プロジェクトの

一員としてアフガニスンに関わりはじめ、今も私的な活動を続けている。 

アフガニスタンと言えば、悪名高きタリバーンの非人道的テロの後も紛争が絶えない国というイメージが
ある。昨年 12月 4日には農村復興支援活動に献身してきた中村哲医師が狙撃され死亡する事件が世
界を震撼させた。こんな政治不安定な国の女性や子どもたちは、どんな生活をしているのか。メディアは
何も伝えていない。そんな折、「中道ママ バーミヤンを行く！」※に出会った。大石仏で有名なバーミヤ
ンに学校を建てるという夢みたいな本当の話。そして顕微鏡も何もない学校で先生たちに科学の教授
法を指南する？稀有な体験から見えてくるアフガンの教育・文化・社会の「いま」を知るチャンスです！ 

ＪＡＵＷが誇る最大のタカラは、会員のもてるチカラです。 
ここには、豊かな経験、広い知見、深い洞察があります。 
ご一緒に、新しい世界を発見、創出、共有しませんか。 

生涯学習委員会 2020 年度 

～～ JAUW ヒューマンリソース活用プログラム ～～ 

一般社団法人 大学女性協会  〒160-0017 東京都新宿区左門町 11-6-101 
T E L：03-3358-2882（月～金の 10:00～16:00）／F A X：03-3358-2889 
E-mail：jauw@jauw.org ／ URL：http://www.jauw.org/ 

Wikipedia より 

※ ㈱クリエイツかもがわ発行 


